
日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム 

平成 30 年度第 2回コンソーシアム会議(全体会議)議事録 

 

 

日時 2018年 6月 14日(木)  10時 00分～12時 00分 

場所 森戸記念館 第 1会議室 (東京都新宿区神楽坂 4-2-2) 

出席(敬称略) 出席者下線 

代表：松瀬貢規， 副代表：廣瀬壮一（部会１），岸本喜久雄 

部会主査：荻窪光司（部会２），佐藤勲（部会４） 

幹事：結城義敬，松村暢彦，高橋章浩，渥美純一，青島泰之，三田清文， 新宮清志，星野倫彦， 

吉田孝一，井上裕嗣 

オブザーバ；山城真理子，安田泰二，大槻肇 

顧問：有信睦弘，依田照彦 

事務局：島田敏男 

 

配布資料： 

0．日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム会議 議題表 

1．平成 30年度コンソーシアム構成(2018.6.14現在) 

2．前回(第 1 回)コンソーシアム会議(平成 30年 4月 5 日)議事録(案) 

3．平成 30年度事業計画書 

4. 日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム規程 

5. 日本工学会科学具術人材育成コンソーシアム課題別作業部会運営内規 

6. コンソーシアムシンポジウム開催実績とプログラム(第 1～9回) 

7. CPD協議会シンポジウムプログラム(H26-29) 

8．平成 30年度科学技術人材育成コンソーシアム会議等予定 

 

議題： 

0. 日本技術者教育認定機構 石村和男氏に代わって，三田清文氏が幹事/委員に就任する旨の挨拶があっ

た．岡田章氏は構成委員から外すこととした． 

1．平成 30年度第 1回コンソーシアム会議(H30/4/5)議事録確認 

   資料 2に基づき，前回議事録を確認し，異議なく承認された． 

なお，7.その他の「IPDに関する研究と提案」に対する意見照会は，コンソーシアムに対するもので

はなく，松瀬代表への個人的な問い合わせであったので，松瀬代表個人として回答することとなった． 

2．各部会報告 特になし 

3. コンソーシアムと部会活動のあり方 

  コンソーシアムと部会活動のあり方について意見交換を行った．今後も継続審議とする．主な意見は

以下の通りである． 

・前回議事録の議題 6.「コンソーシアムと外部組織との連携」に関連して，以下のような意見があっ



た． 

- 部会 2 では，これまで電気学会と区教育委員会と共同でシンポジウムを開催している． 

- JST における GSC(グローバスサイエンスキャンパス)での高大連携の取組みが紹介された． 

- 埼玉県を始めとして地方では高大一貫のシステムへの動きがある． 

- 理科教育研究会などと定常的に連携を図ることが必要である． 

・部会活動を強化するために，事務研を通して会員学協会にボランティアとしての参画を依頼しては

どうか． 

・部会委員の選出は，主査または幹事会の推薦によるもので，特に制約はなく自由度がある． 

・部会 1の情報共有においては，ウェブ更新のため，会員学協会にボランティアを募る，ウェブアク

セス権を与える，CPD 協議会と協力するなどの方策があるのではないか． 

・部会 3の教材開発支援に関連して，世界的には教材開発は最近大きく進展している．日本でも学協

会，教育大などで開発が進められているのではないか． 

4. 第 10回人材育成シンポジウムについて 

   次回シンポジウムの内容について意見交換を行った．主なキーワードは以下の通りである． 

・大学教育-IPD-企業内教育-CPD，次世代技術者の育成のための具体策，若手研究者・ポスドクの

待遇(任期制), 技術者教育と日本の研究プレゼンスの低下． 

   12月ころに CPD協議会と共同シンポジウムを開催する方向で，素案を作成し，CPD協議会と相談す

る． 

5．その他 

次回(H30年度第 3回)コンソーシアム会議(全体会議)を，平成 30年 8月 2日(木) 10:00～12:00，森戸

記念館第 3会議室にて開催することとした． 

以上． 


